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100 寺山　恭輔： Василий Авченко, Фадеев, Москва, Молодая Гвардия, 2017. 366с.
た。1954年 12月開催の第 2回全ソ作家同盟大会のあと、ファデーエフは作家同盟の第一書記を






















ていた状況について再検討する決定がなされたのが 1931年 12月 8日であった（注 2）。この決定
によれば、革命前に都市には映写機が 1045個あったのが、1931年 7月 1日現在 9000に増加し、
農村における映写設備はゼロから 16500へと増えた。それでも少ないので、1932年初頭の映写
設備 3万台を 1年後には 7万台にまで増やすことを目標とした。1932年に 1000人を収容する映









1929/10/22 時間不明 入退室時間ははっきりしないが、ファデーエフは 2：45、すなわち翌 23日深
夜に退室。同時期に部屋にいた可能性があるのは、オシンスキー、キルション、
ネステロフ、ルミャンツェフ、ドヴレニエフ
1930/11/19 15：15-17：45 同室者はキルション、パンフョーロフ、アヴェルバフの 3人

















































102 寺山　恭輔： Василий Авченко, Фадеев, Москва, Молодая Гвардия, 2017. 366с.
に脚本家が提案されたが、「軍事テーマ」とされたⅠ―Ⅲには、10人の作家がリストアップされ、
ファデ―エフの名前が最初に出てくる。この「軍事テーマ」の監督候補として 7人が提起された。
極東問題に関する小委は、1. 委員長ポストゥイシェフ、2. ガマルニク、3. トリリッセル、4. シュ
ミャツキー、5. ファデーエフ、6. ヴャチェスラフ・イワノフ、7. コリツォフから構成されており、
いずれも極東と関係の深いメンバーで占められていたことがわかる（Кремлевский кинотеатр.


































































104 寺山　恭輔： Василий Авченко, Фадеев, Москва, Молодая Гвардия, 2017. 366с.
注
 （1） На  приёме  у  Сталина .  Тетради（журналы）.записей  лиц ,  принятых  И .В .Сталиным  （1924-
1953гг.）.Справочник , Москва, Новый хронограф, 2008.
 （2） 1931年 5月 21日、カガノーヴィチの提案により党中央委員会書記局は「ソユーズキノ [国家映画産業委員会 ]
の活動、幹部について」検討し、党中央委員会党宣伝・扇動部長ステツキーらに検討を委ねた。この問題が
党中央委員会組織局で検討されたのが 1931年 9月 16日のことで、カガノーヴィチは、ここ 2年の間、ソユー
ズキノの活動は停滞し、この巨大な社会主義建設期に真面目な映画が一つも撮られていないと述べ、またも
やステツキーを委員長とする委員会に人を集め、政治局での承認を得るべく、改善案を提出するよう求めた。
政治局はこの問題を同年 10月 25日、11月 15日と 2度にわたって検討し、最終的な編集をカガノーヴィチ
ら を メ ン バ ー と す る 小 委 に 委 ね て い た（Кремлевский кинотеатр 1928-1953 документы , Москва, 
РОССПЭН, 2005, но.29.прим.）。
 （3） この過程については、寺山恭輔「満洲事変とスターリン、ガマルニク」寺山恭輔編『スターリンの極東政策：
公文書資料による東北アジア史再考』（古今書院、2020年）31–68頁を参照のこと。
